
 

（第２号様式）   
令和８年４月30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立港北高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（  月 日実施） 

    具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①学習指導要領の主旨を
踏まえ、生徒の特性等
に応じた教育課程を編
成し、適切に実施す
る。 

 
②社会の変化やニーズに
対応し、生き抜くため
の資質・能力を養うた
め、「主体的・対話的
で深い学び」を実現す
る授業づくりを推進す
る。 

 
③「総合的な探究の時
間」における探究活動
の充実により、「自ら
主体的に学び続ける
力」の育成を図る。 

①採点システムの普及・
活用などを通じて業務
の合理化を図り、学習
指導・進路指導のため
の時間を確保する。  

 
②授業力向上研修のテー
マに基づき、「主体
的・対話的で深い学
び」を実現する授業づ
くりを積極的に推進す
る。 

 
 
③主に２学年の探究活動
のプログラムの改善点
を明確にし、３学年の
探究活動における深化
推進を図る。 

①県が導入した採点システ
ムの特性や機能を踏ま
え、普及と活用を適切に
推進する。 

 
 
②引き続き研究授業を含む
年５回の授業力向上研修
会を実施する。外部機関
等の指導助言も踏まえな
がら第４回の研修で研究
授業を行い、年度末の研
修で振り返りを行う。 

 
③新たに導入したスタディ
サプリの効果的な使用を
学年ごとに模索、検証し
ながら生徒の課題探究力
を育成する。 

①採点システムの活用が進
み、成績評価にあたって
の集計作業などが合理化
されたか。 

  
 
②生徒による授業評価の結
果を授業力向上研修に活
用し、生徒像を見据えた
研修を行えたか。 

 
 
 
 
③生徒の探究活動が単に調
べ学習に終わらず、成果
発表会が終わっても継続
的な探究力維持に繋ぐこ
とができたか。 

 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひとりが安心
して学校生活を過ごせ
るよう、安全な教育環
境を確保し、支援体制
の充実を図る。 

 
 
 
②生徒会活動や学校行事
を充実させ、生徒が主
体的に活動できるよう
支援し、社会性の育成
に努める。 

 
 
 
③部活動を通して、日頃
の学習習慣の確立を併
せたタイムマネジメン
ト能力の育成を図り、
自主的な活動ができる
よう支援する。 

①基本的生活習慣の確立
や規範意識の醸成を図
る。また、生徒の個別
の課題への対応や支援
体制の充実を図り、心
身共に安全で健康な学
校生活を送ることがで
きるよう支援する。 

 
②生徒が生徒会行事・学
校行事を通して、自己
効力感を高められるよ
うに、さらに生徒会本
部と各種委員会との連
携を進めていく。 

 
③かながわ部活の日に合
わせて、部活動のさら
なる活性化のために、
部活動総点検を実施
し、部活動の環境整備
を行う。 

①生徒の日頃の状況から問
題点や要配慮の情報を把
握、共有し、状況に応じ
て適切かつ組織的な対応
に繋げる。生徒指導のう
ち特別指導について全職
員で共通認識を図り、効
果的な運用をめざす。 

 
②昨年度の生徒会行事、学
校行事の反省を生かし
て、さらに、校内、校外
等様々な連携を密にしな
がら、生徒が自分で考え
実現する力を育む。 

 
③部活動活性化のための新
たな部活動補助費の算定
方法を検証し、更なる部
活動環境整備に取り組ん
でいく。 

①特別指導や問題行動の件
数が減少したか。また、
出席状況や学校生活を送
る上で問題がある生徒等
に対し、必要な支援をす
ることにより、課題解決
に至るケースが増えた
か。 

 
②昨年度の反省を生徒が考
え、実現した成果が行事
等に反映できたか。 

 
 
 
 
③新しい部活動補助費の算
定方法がさらなる部活動
活性化につながったか。 

    

３ 進路指導・支援 

①３年間を見通した体系
的なキャリア教育を実
践する。希望する進路
実現に向けた能力を育
成する。 

 
 
 
②多様な進路希望に対応
する進路支援体制を充
実させる。 

 

①３年間のキャリア教育
を構築し、生徒が主体
的・段階的にキャリア
プランを構想し実現す
る力を育成する。 

 
 
 
②生徒一人ひとりの進路
希望を実現するため、
生徒への着実な支援体
制を構築する。 

①新たな３年間の進路計画
を実施する。各学年の目
標設定を踏まえた指導を
行う。 

 模試を３学年統一させ、
経年のデータ活用を充実
させる。 

 
②新たな情報を確実に把握
し、職員間での情報共有
や理解を確実なものと

①各行事が学年の目標達成
において効果がみられた
か。また、模試の結果を
有効活用できたか。 

 
 
 
 
②新たな情報共有が確実に
なされ、トラブルなく生
徒の進路実現に活用され
たか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（  月 日実施） 

    具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 
 
 

し、生徒に対する効果的
な情報提供に繋げる。 

②業務のマニュアル化を進
め、複数対応が可能な体
制を構築する 

 

②複数の職員と協議して対
応を確認したか。また、
対応したことを文字化で
きたか。 

４ 地域等との協働 

①地域との連携・協働を
進め、「地域から信頼
される学校づくり」を
推進する。 

 
②保護者・地域への情報
提供に努め、家庭・地
域の支援体制を充実さ
せる。教育活動や成果
を情報発信し、広報活
動を進める。 

①学校行事や地域行事等
において、地域と連携
した教育活動を実施す
る。 

 
②本校の教育活動につい
て、学校ホームページ
や学校説明会等の場を
有効活用し、常に最新
情報を発信する。 

 

①近隣小中学校や地域と行
事等を通じて交流を図
り、地域から信頼される
学校づくりに努める。 

 
②大会結果や学校全体の行
事だけでなく、各学年の
様子も学校ホームページ
により配信し、生徒の活
動をより多く伝えてい
く。学校説明会や見学
は、時期や内容など漸進
的改革を念頭に進める。 

①地域との連携・協働を推
進し、有志生徒の参加が
前年度より増加したか。 

 
 
②生徒の普段からの様子や
本校の特色を、学校ホー
ムページ等を通じて十分
に伝えることができた
か。 

 

    

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒たちが過ごす教室
環境の整備に努め、安
心・安全な学校生活を
推進する。 

 
 
②ＩＣＴ環境の点検整備
を推進し、授業等に支
障のないよう努める。 

 
 
 
③学校運営協議会により
課題を明らかにし、地
域や外部機関等との協
働などにより、課題解
決を進める。 

 
 
 
④職員のワークライフバ
ランスを充実させるた
め、働き方改革を推進
する。 

 
 
⑤生徒が安心して通い学
ぶことができるよう
に、コンプライアンス
の徹底と不祥事防止に
取り組む。 

①毎日実施する清掃活動
の用具を点検整備し、
効率的な清掃活動が実
施できるよう支援す
る。 

 
②ＩＣＴ環境の問題点を
洗い出し、整備できる
ように計画を立てる。 

 
 
 
③学校運営協議会におい
て、１年間の目標と成
果及び課題を明確に
し、よりよい学校づく
りを推進する。 

 
 
 
④働き方改革の推進によ
り職員のワークライフ
バランスの充実と業務
の適正化、効率化を推
進する。 

 
⑤事故不祥事防止及びコ
ンプライアンスの徹底
を図り、安心・安心な
教育環境づくりを推進
する。 

①学習環境の整備に努め、
生徒が安全・安心な学校
生活を推進するため、日
頃からの用具管理や環境
整備に留意する。 

 
②ＩＣＴ環境整備を引き続
き進め、校務及び授業の
効率化を進める。 

 
 
 
③学校運営協議会の年３回
開催の他、行事等への案
内等、本校を知っていた
だく機会を設定し、各委
員からの意見や助言を教
育活動に反映させ、課題
解決を進める。 

 
④会議の設定方法や資料の
共有方法等を検証し、生
徒と向き合う時間の確保
やワークライフバランス
の充実を図る。 

 
⑤事故不祥事防止会議の定
期的な実施及び時機に合
う課題の投げかけを行う
ことにより、日々の校務
における事故防止が意識
できるよう働きかける。 

①学校行事等、定期的に教
育環境の点検を行えた
か。 

 
 
 
②定期的な履行確認の他、
関係部署への働きかけ等
を行えたか、また、ＩＣ
Ｔ環境整備場の課題が改
善されたか。 

 
③各委員の意見等を学校運
営や授業改善等において
着実に取り入れることが
できたか。 

 
 
 
 
④ストレスチェックの結果
や職場アンケートにおけ
る課題が改善されたか。 

④時間外在校時間45時間以
上の職員数の減少が実現
できたか。 

 
⑤個人情報、定期試験、入
選等の場において、適切
な事故防止の指示がなさ
れているか、事故ゼロが
達成できたか。 

  
 

  

 

 


